
  

●　

●

●

●

●

● 248人 [15 位 ]

● 134世帯 [15 位 ]

● 8.5% [13 位 ]

● 45.5% [14 位 ]

● 46.0% [ 2 位 ]

● 60.4% [ 8 位 ]

●

● 1地区

● 1施設

● 1地区

消防団

● 1地区 除雪センター

 ※　順位は，15地域中で数値が大きいほうを上位とする

09　江丹別まちづくり推進プログラム

　地　域　目　標
安 心 ・ 安 全 な 暮 ら し の 確 保 と 地 域 の 自 立 ・ 活 性 化 に よ る
持 続 可 能 な 農 村 地 域 づ く り
※参考　

 １　地域の特性

旭川の北西に位置し，広大な面積の中で江丹別，嵐山，春日の3つの生活圏があり，周囲を小高い山に囲まれた自
然豊かな地域

酪農，畜産，そばの栽培が盛んな農業地帯

夏冬の寒暖差が60度を超え，明瞭な四季を感じることができる。

住民同士のつながりは強く，外からの移住者にも暖かい地域性がある。

市内で唯一，山村振興法による振興山村地域に指定されている。

 ２　地域の基本情報

人 口

世 帯 数

0～14歳人口

15～64歳人口

65歳以上人口

町内会加入率

町 内 会 数 10町内会

市民委員会数

（江丹別）

地域包括支援センター

（神居・江丹別）

地区社会福祉協議会

（江丹別） 第20・第21分団

民生委員・児童委員協議会 北星・江丹別

（江丹別） 地域の特徴的な施設 旧神居古潭駅舎，とみはら自然の森

 ※　人口～町内会加入率の数値は，令和6年4月1日現在

都市計画マスタープラン
（H29.2改訂）地域づくりの目標

・西地域
　～自然環境と調和し，地形を活かした良好な住環境づくり
　～豊かな自然をいかした定住環境づくり
　～農村と都市の交流による活力ある地域づくり
　～自然や歴史に抱かれた体験型レクリエーションの拠点づくり

主
な
市
有
施
設

市全域を対象
とした施設

春日青少年の家，廃棄物処分場，中園
廃棄物最終処分場

主に地域住民を
対象とした施設

江丹別支所，江丹別支所嵐山出張所，
嵐山中央会館

文化・スポーツ
施設

嵐山レクリエーション施設，江丹別公民
館，江丹別若者の郷

教
育
・

子
育
て
施
設

小・中学校
江丹別小
江丹別中

高校・大学
特別支援学校

安
心
・

安
全
の
施
設

警察署・消防署

資料２





 

取組・テーマ 実施主体

地域ＰＲマップの作成・更新
江丹別まちづくり
推進協議会・

まちづくり実行委員会

地域魅力パネル展開催
江丹別まちづくり
推進協議会・

まちづくり実行委員会

花による魅力ある景観づくり
江丹別まちづくり
推進協議会・

まちづくり実行委員会

地域の景観ＰＲ絵はがきの作成
江丹別まちづくり
推進協議会・

まちづくり実行委員会

嵐山のコンサートホールでの演
奏会

江丹別まちづくり
推進協議会・

まちづくり実行委員会

江丹別通信の定期発行
江丹別まちづくり
推進協議会・

まちづくり実行委員会

インターネットによる情報発信 まちづくり実行委員会

防災に関する説明会 まちづくり実行委員会

放課後児童等の居場所づくり
エタンペッ
運営委員会

江丹別をテーマに講演会開催 まちづくり実行委員会

地域案内マップの作成 まちづくり実行委員会

■

・江丹別まちづくり推進協議会ホームページアドレス
　https://www.city.asahikawa.hokkaido.jp/kurashi/408/machikyou/etanbetsu-machi-top.html

・QRコード

 ５　過去の取組

実施
年度

主な内容

H24～

　江丹別地域の豊かな自然・癒しの景観，市民が気
軽に訪れることのできる施設を紹介するマップを作成
し，地域内外の施設に配置し，必要に応じて改定，増
刷している。

H26～
　江丹別の魅力を「観る（景観）」「食べる」「体験（レ
ジャー）」「定住・移住」をモチーフに５種類のパネルを
作成し，市内の様々な施設で展示を行っている。

H27～
　行楽に訪れる人や，道道を通過していく人達へ向
け，住宅・施設の前や，沿道に，プランターに植栽した
花を設置し，心をなごませる景観づくりを行っている。

H28～R4

　江丹別の癒しの景観の写真を募集し，それを元に，
毎年度６種類の絵ハガキを作成し，地域の施設等に
配置し，訪れた人々に自由に持ち帰ってもらってい
る。

H27
　日本公演中のスイスのキッズジャズバンドを，嵐山
の島田音楽堂に招き，演奏会を開催し，その前後の
時間を利用して地域の子ども達との交流を行った。

H28～

　それまでの「江丹別支所からのお知らせ」を発展さ
せ，江丹別，嵐山，春日地区の住民組織，地区社協
等の協力を得て，年４回，地域内全戸配布の，Ａ３
版，カラー印刷の広報紙を発行している。

H29～

　廉価なレンタルサーバを活用し，江丹別の独自ドメ
インを取得し，「江丹別（そばとチーズのえたんべつ）」
というホームページを開設し，江丹別の魅力・情報を
随時発信している。
　災害時の情報発信手段としての活用も予定してい
る。

H30
　市民委員会，学校，地区社協，民児協等の地域内
各組織へ参加を呼びかけ，防災課による説明会を実
施した。

R1～
　江丹別市民交流センター等を活用し，児童等が安
全・安心して過ごすことのできる放課後の居場所づくり
を行った。

R３
　「これからの江丹別について」をテーマに講演会を
開催し，地域住民や近年移住した若者達が参加し交
流を行った。

R5～
　江丹別地域の案内などのため，各施設の情報のあ
るホームページと連携するQRコードを掲載した情報
マップを作成した。

６　地域まちづくり推進協議会の周知・広報

市ホームページ内の掲載及びまちづくり推進協議会NEWS（速報版）の地域内施設への掲示等により周知・
広報を行っている。


